
【目的】低炭素社会を実現するデジタルマインド・スキルを持った農業人材の育成・増大≒農業のDX化を推進する実習の高度化
「低炭素社会の実現につながる環境保全に立脚した作物生産と食品加工を担える人材」「それらの技術基盤を構築し実装する人材」「技術や考え方を地域や産業界に広く普
及できる人材」 上記の人材を育成するための「日本では類を見ない食の循環実習を中心としたアジャイル型カリキュラム」の実現

農場実習の
高度化、DX化

加工実習の
高度化、DX化

生育と収量、気象と土壌の数
値データ、画像データ、テキ
ストデータの取得

データ解析とデータ取得へのFB 

作物生産技術の開発
（減肥料・減農薬）

職人の技（技術/
経験/勘）の
データ化

データ駆動型加工の
開発と地域への接続

作物生産と環境
保全を担う

スキルの修得

加工技術の基盤を
構築し実装する
スキルの修得

醸造過程の微生
物増殖と成分変
化の数値データ，
画像データ，テ
キストデータの

取得

DSによる
可視化と解析、
DSリテラシーの

向上

DX人材を育成するアジャイル型カリキュラム（実習）

農事組合法人
ふぁーむ牧

産業界等の連携

◆データ、情報提供・協力
・ヤンマーアグリジャパン株式会社
（農耕地管理データ）

・株式会社石野味噌
（職人技の情報）

◆農機協力
・ヤンマーアグリジャパン株式会社
（GNSS搭載トラクタ、ドローン）

◆データ基盤支援
・日本マイクロソフト株式会社
（教育ソフト、人的支援、技術サポート）

◆実習圃場提供
・農事組合法人ふぁーむ牧

◆包括連携（課題接続）
・滋賀県
（農学研究会、発酵から繋がる滋賀研究会、
滋賀県農業技術振興センター、滋賀県工業
技術総合センターによる課題接続や新技術
普及など）

◆アジャイル型カリキュラムへのアドバイス
（第三者評価委員）
・上記全企業、自治体より参加

クラウドへのデータ
蓄積，活用，取得
データのノイズ修復

農地からのメタン、一酸化ニ窒素の排出量の
モニタリング、土壌炭素貯留量の推定

加工・醸造過程からの二酸化炭素排出量の
モニタリング，製造廃棄物の特性評価

環境保全（農業における脱炭素）のデジタル化技術の修得

地域連携

・地域活性化

産業界連携

・生産性向上
・技術者養成RNA-seq、 eDNAの活用

農業連携

・低コスト化
・6次産業化

トレーサビリティの
実現

タグ付け
された

原材料を加工

先端理工学部 （クラウドコンピューティング演習、特別研究）

農学部 （食の循環実習Ⅰ・Ⅱ 、資源生物科学実習A・B、総合演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、特別研究）

新規な生育
データ

（RNA-seq）
と環境データ
（eDNA）の取
得と活用

低炭素社会の実現に向けた食料システム構築のための「アグリＤＸ」人材の育成取組概要

ヤンマーアグリ
ジャパン株式会社

日本マイクロソフト
株式会社

株式会社石野味噌
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